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問 1 MIL記号で描かれた論理回路に関して次の (1)～(3)の問いに答えなさい。(1点× 3)

(1) 次の論理回路が表わす論理関数を最もシンプルな形 (論理演算子 1つ)で表しなさい。

A X

A | A
解答例 X = A | A

= A ·A
= A

答 X = A

(2) 次の論理回路が表わす論理関数を最もシンプルな形 (論理演算子 1つ)で表しなさい。

B

A

X

A (∵ (1)より)

B (∵ (1)より)

A | B
解答例 X = A | B

= A ·B
= A+B (∵ド・モルガンの定理)

= A+B (∵ 2重否定)

答 X = A + B

(3) 次の論理回路が表わす論理関数を最もシンプルな形 (論理演算子 1つ)で表しなさい。

B

A

X

A+B (∵ (2)より)
↓ A+B (∵ (1)より)

解答例 X = A+B

= A ↓ B

答 X = A ↓ B

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。



問 2 テキストの図 4.31 (p.59)および図 4.32 (p.60)に習って、以下のNOR回路で構成された

RSフリップフロップの状態の推移を記述しなさい。(1点× 3)

■ リセット (初期状態)を行いなさい (S = 0, R = 1)。

S = 0

R = 1

Q = 1

Q = 0

0

0

1

1

1

0

■ リセットから保存状態に推移させなさい (S = 0, R = 1→ 0)。

S = 0

R = 1

Q = 1 (前の状態を保存)

Q = 0 (前の状態を保存)

0

0

1

1

1

0
→ 0

→ 0

■ 保存状態からセットを行いなさい (S = 0→ 1, R = 0)。

S = 0

R = 0

Q = 1→ 0

Q = 0→ 1

0

0→ 1

1→ 0

0

1→ 0

0→ 1

→ 1 → 1

解答例 上図を参照。

注意：図 4.31や図 4.32と異なり、入力部分に否定回路がないため、出力は逆になる。

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。


